
魚種（海域）：イカナゴ類（宗谷海峡海域） 

評価担当：稚内水産試験場（堀本 高矩） 

 

要約 

評価年度：2016 年度（2016年 1 月～2016 年 12月） 

2016 年度の漁獲量：3,310 トン（前年比 0.53） 

来遊水準の指標 北海道への来遊水準 

CPUE 低水準 

 

漁獲量の大半は沖合底びき網漁業によるものである。ロシア水域での着底トロールが

禁止された 1988 年以降漁場が縮小し，ほとんどが日本水域における漁獲となった。沖底

漁業の減船により漁獲努力量は大きく減少している。1988 年以降の漁獲量は 1995 年の

5.2 万トンが最高で，2000 年代は 1.5 万トン前後で推移した。2011～2013 年は 3千～7 千

トンに減少し，2014 年は 429 トンと記録的な不漁となった。2015 年は 6,216 トンに回復

したものの，2016年は 3,310 トンに再び減少した。 

2016 年の来遊水準は低水準と判断された。本資源の漁獲動向には海洋環境と関連した

魚群の来遊状況が影響していると考えられるため，今後の動向は不明である。 

 

１．資源の分布・生態的特徴 

2015 年にオオイカナゴが新種記載され，日本周辺に分布するイカナゴ属はイカナゴ，

オオイカナゴ，キタイカナゴの 3 種とされた1)。イカナゴは沖縄を除く日本各地の沿岸，

オオイカナゴは宗谷海峡海域や三陸沿岸，キタイカナゴはオホーツク海～北極海の沿岸か

ら報告されているが，日本沿岸における各種の詳細な地理分布は不明である。宗谷海峡海

域はイカナゴ属 3 種が同所的に分布することがわかっている唯一の海域であるが，3 種は

外見による判別が困難なため，漁業現場では区別されていない。現時点で 3種の判別には

DNA解析が必要なため，本稿ではイカナゴ類としてまとめて記載する。なお，成長や生態

に関する既存の知見は複数種を混同していた可能性があるため検討が必要である。 

 

２．漁業の概要 

(1)操業実勢 

宗谷海峡海域におけるイカナゴ類の漁獲は大半が沖合底びき網漁業によるものであ

る。このため，本稿では沖合底びき網漁業の資料のみを用いて資源評価を行った。沿岸漁

業では，成魚（おおなご）対象のすくい網や稚魚（こうなご）対象の火光を利用する敷網

などで漁獲されており，宗谷管内の最近 10 年の年間漁獲量は概ね 400 トン未満と少なか

ったが，2016年は 886 トンと大幅に増加した（表 1）。 
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漁業 漁期 主漁場 主要な漁具 着業隻数 

（2016 年度） 

沖合底び 

き網漁業 

6～9 月 オホーツク海：宗谷岬東方沖

（通称ポケット海域） 

オッタートロール 稚内 1 隻 

紋別 1 隻 

沖合底び 

き網漁業 

7～9 月 オホーツク海：猿払沖～枝幸沖 かけまわし 稚内 5 隻 

枝幸 1 隻 

沿岸漁業 4～7 月 利尻島，礼文島 すくい網，小定置網  

 

(2)資源管理に関する取り組み 

本資源は 2004 年度から 2011 年度まで資源回復計画の対象種となった。漁獲努力量の

削減を目的に，オッター船を 2004 年度に 2 隻，2011 年度に 1 隻減船した。計画終了後も

TAE による努力量管理として，操業期間短縮（6～9月末まで）および休漁日設定が継続さ

れている。 

 

３．漁獲量および漁獲努力量の推移 

(1)漁獲量 

宗谷海峡海域におけるイカナゴ類を対象とした沖合底びき網漁業は 1967 年に漁場開発

され，1974 年に漁獲量は 16.7 万トンに達したが，1987 年には 1.2 万トンに減少した（表

1，図 1）。1988 年からはロシア水域での着底トロールが禁止されたため，操業可能な漁

場が縮小し，ほとんどが日本水域における漁獲となった。1988 年以降の漁獲量は 1995 年

の 5.2 万トンが最高で，1990 年代は 3 万トン前後，2000 年代は 1.5 万トン前後で推移し

た。2011～2013 年は 3 千～7 千トンに減少し，2014 年は最低水準の 429 トンになった。

2015 年は 6,216 トンに回復したものの，2016 年は 3,310トンに再び減少した。 

漁法別の漁獲量を見ると，1970 年代後半から 2002 年までオッター船の漁獲量がかけま

わし船の漁獲量を上回っていたが，2001 年以降にオッター船の漁獲量が 1 万トンを下回

る年が多くなり，2003～2013 年はかけまわし船の漁獲量がオッター船の漁獲量を上回っ

た。特に 2011～2014 年はオッター船の漁獲量が 148～778 トンと低迷したが，2015 年は

5,399 トンに回復し，2016 年はやや減少したものの 3,307 トンであった。かけまわし船の

漁獲量は，オッター船の漁獲量を上回った 2003 年以降 3 千～1.7 万トンで推移していた

が，2014 年に 31トンと急激に減少した。2015 年も 817トンと低迷しており，2016 年は 3

トンと 1980 年以降で過去 3 番目に低い漁獲量となった。 

 

(2)漁獲努力量 

イカナゴ類が漁獲量の 10％以上を占めた操業をイカナゴ類対象として稚内根拠船の曳

網回数を漁法別に見ると，1990 年代はオッター船の割合が高かったが，その後の大幅な

減船によりオッター船の曳網回数は減少し，かけまわし船の曳網回数が増加した（図
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2）。オッター船はさらなる減船により 2011 年から 1 隻となり，曳網回数はさらに減少し

た。しかし，2014 年以降はかけまわし船の漁模様が極めて悪く，オッター船の曳網回数

がかけまわし船を再び上回った。2015 年はオッター船 184 回，かけまわし船 75 回であっ

た。2016 年はオッター船 212 回と前年より若干増加したものの，かけまわし船は 4 回と

最近 20 年間で最も少なくなった。 

 

４．資源状態 

本資源は宗谷海峡周辺からサハリン方面にかけてのオホーツク海に分布範囲が広がっ

ており，漁獲対象となっているのは本道の漁船が操業可能な水域に来遊した一部に限られ

ると想定されることから，資源全体の動向は不明である。 

 

５．北海道への来遊状況 

(1)主漁場における漁獲状況 

本資源の漁獲動向には資源水準だけでなく海洋環境と関連した魚群の来遊状況が影響

していると考えられる。漁場は夏季に 10 ℃を超える宗谷暖流水と 0 ℃以下のオホーツク

中冷水が接する位置に形成され，調査船北洋丸による魚探調査では暖水と冷水の境界であ

る 5～8 ℃程度の範囲でイカナゴ類の反応が見られることが多い。沖合底びき網漁業の主

な操業海域は，オッター船ではオッター禁止ラインと日ロ中間ラインの間（通称ポケッ

ト），かけまわし船では漁区 4 と漁区 8 のうち沖底禁止ライン外側の水深 80 m 以浅であ

る（図 3a）。これらの狭い範囲に魚群が分布していなければ漁場は形成されないため，

来遊状況によって各漁区の漁模様は大きく変化する（図 3b）。 

かけまわし船の主漁場である漁区 4 と漁区 8 での漁場が形成されなくなってきてお

り，2014 年以降まとまった漁獲はほとんどない。オッターの操業海域では，2015 年は 6

月から 9 月上旬まで安定した漁獲が続き，2015 年の漁獲物は漁期はじめから新たに漁獲

加入した体長 20 cm 未満の小型個体が主体であった。2016 年は，6月は前年と同様まとま

った漁獲があったが，7 月以降急激に漁況が悪化し，8 月上旬に終漁した。2016 年の漁獲

物は漁期を通して前年の漁獲の中心であった個体が成長したと思われる体長 19～22 cm の

個体が主体であった。利尻島のすくい網漁業における漁獲物は体長 17～22 cm の個体が主

体であった（図 4）。 

 

(2)2016 年度の北海道への来遊状況：低水準 

沖底漁業の漁獲努力量は大きく変動しているため，来遊水準の指標には標準化 CPUE

（図 5）を用いた。1991～1997 年の標準化 CPUE は 9.7～25 トン/網であったが，1998 年

以降は 2006，2010 年のように一時的に高くなる年があったが，10 トン/網未満の年が多

く，2014 年は過去最低の 0.6 トン/網となった。2015 年は 8.4 トン/網と再び高くなった

が，2016 年は 2.4トン/網と過去 3 番目に低い値となった。 
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ロシア水域での着底トロールが禁止され漁場が日本水域に限られて以降も，1990 年代

前半は標準化 CPUE が高く推移していることから，この年代の来遊状況と比較するため

に，1991～2014 年うち，CPUE の標準化ができなかった 1994 年を除いた 23 年間の標準化

CPUE の平均を指標とした。上記の標準化 CPUE の平均を 100 として，100±40 の範囲を

「中水準」とし，それ以下を「低水準」，それ以上を「高水準」とした。2016 年の水準

指数は 30で「低水準」と判断された（図 6）。 

 

(3)今後の動向：不明 

漁獲物組成および CPUE の推移から，2016 年は前年に漁獲加入した比較的高豊度な年級

が漁獲の主体となっていた。若齢とみられる小型個体は例年 8月以降に本格的に漁獲加入

するため，2016 年漁期のような漁獲パターンから今後の来遊状況を推測することは困難

である。加えて，本資源の漁獲状況は海洋環境等の影響で突然変化することがあるため，

今後の動向は不明である。 
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評価方法とデータ 

(1)資源評価に用いた漁獲統計 

漁獲量 ・北海道沖合底曳網漁業漁場別漁獲統計年報（北水研・水産庁），

集計範囲は中海区「オコック沿岸」および「北海道日本海」 

漁獲量 

漁獲努力量 

（日別） 

・沖合底曳網漁獲成績報告書（1991～2016 年），漁獲努力量は稚内

根拠船の漁獲量のうちイカナゴ類が 10％以上を占めた操業の曳網

回数をイカナゴ類対象として集計 

 

(2)CPUE 

稚内港における1991～2016年6～9月の漁獲量と漁獲努力量を使用して，CPUE（1曳網あ

たりの漁獲量）の対数値を応答変数，年，月，漁法の主効果と年・漁法および月・漁法

の交互作用を説明変数としたGLM（一般化線形モデル）を作成した。得られたモデルから

年効果の最小二乗平均を計算することで，年以外の効果を除去した標準化CPUEを推定し

た。なお，1994年はかけまわしでの漁獲がなかったため，交互作用を考慮した推定がで

きなかった。そのため，同年については上記から交互作用を除いたモデルによる推定結

果を暫定的に示し，来遊水準の指標には用いなかった。 

 

(3)漁獲物組成 

稚内港に水揚げされた漁獲物の標本測定を 6～9 月に月数回ずつ実施した。 

 

文 献 

1) Orr JW, Wildes S, Kai Y, Raring N, Nakabo T, Katugin O, Guyon J: Systematics 

of North Pacific sand lances of the genus Ammodytes based on molecular and 

morphological evidence, with the description of a new species from Japan. 

Fishery Bulletin 113: 129-156 (2015)  
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表 1 宗谷海峡海域の沖合底びき網漁業によるイカナゴ類漁獲量の推移（単位：トン） 

 

資料：沖合底びき網漁業は北海道沖合底曳網漁業漁場別漁獲統計，中海区「オコック沿岸」と「道西日本

海」を集計． 

沿岸漁業は漁業生産高報告と水試集計速報値，宗谷振興局管内(沖底による漁獲除く)を集計．2016

年の数値は速報値． 
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図 1 宗谷海峡海域の沖合底びき網漁業によるイカナゴ類漁獲量の推移 

 

 

図 2 稚内港根拠沖合底びき網漁業における漁獲努力量の推移 

漁獲量のうちイカナゴ類が 10％以上を占める操業をイカナゴ類対象として抽出した． 
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図 3 沖合底びき網漁業における(a)イカナゴ類漁場の位置と(b)月別漁区別漁獲量の推移

（オッター船の主漁場はポケット，かけまわし船の主漁場は漁区 4と漁区 8） 
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図 4 稚内港根拠沖合底びき網漁業，ならびに利尻島すくい網漁業によるイカナゴ類漁獲物

の月別体長組成（N: 測定尾数） 
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図 5 稚内港根拠沖合底びき網漁業における CPUE（1曳網あたり漁獲量）の推移 

かけまわしの操業がなかった 1994年は年・月・漁法の主効果のみを用いたモデルに

よる推定結果を暫定的に示した． 

 

 

図 6 宗谷海峡海域におけるイカナゴ類の来遊水準（来遊水準を示す指標：標準化 CPUE） 

基準年を 1991～2014 年（1994年除く）までの 23年間とした． 
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